
◎天皇の退位等に関する皇室典範特例法 
（平成二九年六月一六日法律第六三号）   

一、提案理由（平成二九年六月一日・衆議院議院運営委員会） 

○菅国務大臣 ただいま議題となりました天皇の退位等に関する皇室典範特例法案につ

きまして、その提案理由及び内容の概要を御説明申し上げます。 

 この法律案は、天皇陛下が、昭和六十四年一月七日の御即位以来二十八年を超える長

期にわたり、国事行為のほか、全国各地への御訪問、被災地のお見舞いをはじめとする

象徴としての公的な御活動に精励してこられた中、八十三歳と御高齢になられ、今後こ

れらの御活動を天皇として自ら続けられることが困難となることを深く案じておられる

こと、これに対し、国民は、御高齢に至るまでこれらの御活動に精励されている天皇陛

下を深く敬愛し、この天皇陛下のお気持ちを理解し、これに共感していること、さら

に、皇嗣である皇太子殿下は、五十七歳となられ、これまで国事行為の臨時代行等の御

公務に長期にわたり精勤されておられることという現下の状況に鑑み、皇室典範第四条

の規定の特例として、天皇陛下の退位及び皇嗣の即位を実現するとともに、天皇陛下の

退位後の地位その他の退位に伴い必要となる事項を定めるものであります。 

 次に、法律案の内容について、その概要を御説明申し上げます。 

 第一に、天皇は、この法律の施行の日限り、退位し、皇嗣が直ちに即位することとし

ております。この法律の施行の日は、公布の日から起算して三年を超えない範囲内にお

いて政令で定める日としており、その政令を定めるに当たっては、内閣総理大臣は、あ

らかじめ、皇室会議の意見を聴かなければならないこととしております。 

 第二に、退位した天皇は、上皇とし、上皇に関しては、皇室典範に定める事項につい

ては、天皇または皇族の例によることとしております。 

 第三に、上皇の后は、上皇后とし、上皇后に関しては、皇室典範に定める事項につい

ては、皇太后の例によることとしております。 

 第四に、上皇及び上皇后の日常の費用等には内廷費を充てることとし、上皇に関する

事務を遂行するため、宮内庁に、上皇職並びに上皇侍従長及び上皇侍従次長を置くこと

としております。 

 第五に、天皇の退位に伴い皇嗣となった皇族に関しては、皇室典範に定める事項につ

いては、皇太子の例によることとしております。また、当該皇族の皇族費は定額の三倍

に増額することとし、当該皇族に関する事務を遂行するため、宮内庁に、皇嗣職及び皇

嗣職大夫を置くこととしております。 

 第六に、皇室典範の附則に、皇室典範の特例として天皇の退位について定める天皇の

退位等に関する皇室典範特例法は、皇室典範と一体を成すものである旨の規定を新設す

ることとしております。 

 このほか、これらに関連いたしまして、所要の規定の整備を行うこととしておりま

す。 



 以上が、この法律案の提案理由及びその内容の概要であり、平成二十九年三月十七日

の「「天皇の退位等についての立法府の対応」に関する衆参正副議長による議論のとり

まとめ」に基づいたものとなっております。 

 何とぞ、慎重御審議の上、速やかに御賛同賜らんことをお願い申し上げます。 

二、衆議院議院運営委員長報告（平成二九年六月二日） 

○佐藤勉君 ただいま議題となりました法律案につきまして、議院運営委員会における

審査の経過及び結果を御報告申し上げます。 

 本案は、皇室典範第四条の規定の特例として、天皇陛下の退位及び皇嗣の即位を実現

するとともに、天皇陛下の退位後の地位その他の退位に伴い必要となる事項について所

要の措置を講ずるものであります。 

 本案は、去る五月三十一日本委員会に付託され、昨日、菅内閣官房長官から提案理由

の説明を聴取し、質疑を行いました。 

 質疑終局後、日本共産党から、この法律第一条の趣旨規定について、天皇陛下の象徴

としての公的な御活動に言及した部分を削除すること等を内容とする修正案が提出され、

趣旨の説明を聴取いたしました。 

 次いで、各会派より発言があり、採決いたしましたところ、修正案は賛成少数をもっ

て否決され、本案は全会一致をもって原案のとおり可決すべきものと決しました。 

 なお、本案に対し附帯決議が付されました。 

 以上、御報告申し上げます。 

○附帯決議（平成二九年六月一日） 

一 政府は、安定的な皇位継承を確保するための諸課題、女性宮家の創設等について、

皇族方の御年齢からしても先延ばしすることはできない重要な課題であることに鑑み、

本法施行後速やかに、皇族方の御事情等を踏まえ、全体として整合性が取れるよう検

討を行い、その結果を、速やかに国会に報告すること。 

二 一の報告を受けた場合においては、国会は、安定的な皇位継承を確保するための方

策について、「立法府の総意」が取りまとめられるよう検討を行うものとすること。 

三 政府は、本法施行に伴い元号を改める場合においては、改元に伴って国民生活に支

障が生ずることがないようにするとともに、本法施行に関連するその他の各般の措置

の実施に当たっては、広く国民の理解が得られるものとなるよう、万全の配慮を行う

こと。 

 右決議する。 

三、参議院天皇の退位等に関する皇室典範特例法案特別委員長報告（平成二九年六月九

日） 

○尾辻秀久君 ただいま議題となりました法律案につきまして、天皇の退位等に関する

皇室典範特例法案特別委員会における審査の経過と結果を御報告申し上げます。 

 本法律案は、皇室典範第四条の規定の特例として、天皇陛下の退位及び皇嗣の即位を



実現するとともに、天皇陛下の退位後の地位その他の退位に伴い必要となる事項につい

て所要の措置を講じようとするものであります。 

 委員会におきましては、本院を構成する全ての会派から、本法律案及び立案に至る経

緯が将来の先例となることの確認、本法律案と憲法及び皇室典範との関係、施行期日の

決定及び施行に向けた準備に関する政府の方針、安定的な皇位継承を確保するための諸

課題、女性宮家の創設等についての議論の在り方等について質疑が行われましたが、そ

の詳細は会議録によって御承知願います。 

 次いで、採決の結果、本法律案は全会一致をもって原案どおり可決すべきものと決定

いたしました。 

 なお、本法律案に対し附帯決議を行いました。 

 以上でございますが、この際、一言申し上げます。本法律案の立案に至るまで、衆参

正副議長、各政党・各会派の皆様方の多大なる御尽力がありましたことを申し添えさせ

ていただきます。 

○附帯決議（平成二九年六月七日） 

一 政府は、安定的な皇位継承を確保するための諸課題、女性宮家の創設等について、

皇族方の御年齢からしても先延ばしすることはできない重要な課題であることに鑑み、

本法施行後速やかに、皇族方の御事情等を踏まえ、全体として整合性が取れるよう検

討を行い、その結果を、速やかに国会に報告すること。 

二 一の報告を受けた場合においては、国会は、安定的な皇位継承を確保するための方

策について、「立法府の総意」が取りまとめられるよう検討を行うものとすること。 

三 政府は、本法施行に伴い元号を改める場合においては、改元に伴って国民生活に支

障が生ずることがないようにするとともに、本法施行に関連するその他の各般の措置

の実施に当たっては、広く国民の理解が得られるものとなるよう、万全の配慮を行う

こと。 

  右決議する。 


